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【目的】ケルセチンは抗酸化作用をもつフラボノールであり 1)、これまでに

MRSA などに対して抗菌活性を有するケルセチン配糖体が数多く合成されている
2)。また、当研究室においてガロタンニンやその類縁体が抗腫瘍活性、抗MRSA活

性を示すことが明らかとなっている。そこで、抗 MRSA 活性・抗腫瘍活性を志向

し、ガロタンニンを含むケルセチン配糖体の合成に着手した。 

【結果・考察】ケルセチン配糖体 1a-c を設計し、合成した。これらの活性評価

を依頼し、1a-cが弱い抗MRSA活性を有することが分かった。また、1a-cはガロ

タンニンである pentagalloylglucoseより高い腫瘍細胞毒性を示した。特に、1cには

既存の抗癌剤であるメルファランと同程度の腫瘍細胞毒性が認められた。 
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